
なぜ今、ジビエ振興なのか

 野⽣⿃獣による農作
物被害の増⼤

 耕作放棄地の拡⼤

 積極的な捕獲の推進

 様々な分野でジビエ利⽤

 農⼭村地域の衰退

 営農意欲の減退
これまで廃棄して
いた捕獲⿃獣の
ジビエ利⽤拡⼤
を推進

 捕獲⿃獣の埋却・
焼却処理が負担

 農泊・観光
 外⾷・⼩売
 学校給⾷
 ペットフード など

 有害⿃獣の捕獲

マイナス⾯ プラス⾯

 農作物被害の低減が
期待

 農⼭村地域の所得向
上が期待

ジビエ振興

○ 被害防⽌のために捕獲を進めるだけでなく、捕獲⿃獣を地域資源（ジビエ等）として利⽤し、農⼭村の所得に変えるような、
有害⿃獣を「マイナス」の存在から「プラス」の存在に変える取組を全国に広げていくことが重要。
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捕獲現場

移動式解体処理車

捕獲から消費までの主な流れ
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⾷⾁処理施設

処理加⼯ 出荷（販売）捕獲

イノシシ🐗

加⼯販売※

シカ⾁丼

調理販売※

処理・細切加⼯

処理・細切加⼯

処理・細切加⼯

⾷⾁卸売業者

消
費
者

⼩売業者

外⾷・宿泊

イノシシ🐗

シカ⾁丼

細切り加⼯まで型

細切り加⼯から加⼯販売まで型

細切り加⼯から加⼯販売、調理販売まで型

※加⼯や調理部分を外部委託する場合も有り

イノシシ🐗

加⼯販売※

給⾷

329t
28%

161t 14%

219t 19%
（うちECサイト 92t 8%）

47t 4%

1,177t
（施設で加⼯・調理して直接販売するものを除く）

319t 27%

加⼯業者
イノシシ🐗

102t 9%

ジビエの流通構造

出典︓令和４年度野⽣⿃獣資源利⽤実態調査より作成

その他

ECサイト
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ジビエ処理加⼯施設の数・分布等
○ 令和４年度に野⽣⿃獣の⾷⾁処理を⾏った処理加⼯施設は全国で750施設。

処理加⼯施設数推移

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

563 590
633

667 691
734 750

全国 750施設

※農林⽔産省⼤⾂官房統計部調査「令和４年度野⽣⿃獣資源利⽤実態調査」
⾷⾁処理業の許可を有する野⽣⿃獣⾁の処理加⼯施設。稼働休⽌中の施設は含まれない ６


